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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ   3/07    ＣＦＥ　

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月12日(2011.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所望の平均粒子径を有する硬化性ポリエステル樹脂を含有する粒子を含むエマルジョン
を作製する方法であって、該方法が、
　所望の平均粒子径及び該所望の粒子径のばらつきの少なくとも一方を選択することと、
　転相により硬化性ポリエステル樹脂を含むエマルジョンを形成することと、
　前記転相における、溶媒比、中和率、及び温度を、下記伝達関数に従って制御すること
と、を含む方法：
Ｙ＝Ｚ１×｛５７５－［（４４７．４）（ＳＲ）］－［（１６３．７５）（ＮＲ）］＋［
（０．３２８５）（Ｔ）（ＳＲ）］｝；及び
Ｓ＝Ｚ２×｛７８９－［（２．８７）（Ｔ）］＋［（２５６．９）（ＳＲ）］－［（５８
６．４）（ＮＲ）］＋［（２．２７）（Ｔ）（ＮＲ）］－［（２５０．８）（ＳＲ）（Ｎ
Ｒ）］｝；
　ここで、Ｙは前記所望の平均粒子径（ｎｍ）を表し、Ｓは、前記所望の粒子径のばらつ
き（ｎｍ）を表し、ＳＲは総固形分に対する溶媒比（重量）を表し、ＮＲは中和率を表し
、Ｔは温度（Ｋ）を表し、Ｚ１及びＺ２は独立して、０．８～１．２である誤差因子を表
す。
【請求項２】
　前記転相により硬化性ポリエステル樹脂を含むエマルジョンを形成することが、前記硬
化性ポリエステル樹脂を有機溶媒と転相溶媒との溶液中へ溶解して混合物を形成すること
；中和剤を添加すること；水を添加すること；及び有機溶媒を除去すること、を含む請求
項１に記載の方法。
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